


「うちゅうじん」10円

　うちゅうじんは、宇宙を司る化身。
「わし、宇宙作るけん」
「嘘じゃろ？」
「いや本当」
「そんでも、どうやって？」
「ここに紙とペンがあるじゃ」
「あるけどさ。真っ暗じゃね？」
「じゃけぇ、星つくるよ」
「星？」
「そう星」
「いわゆる恒星ってやつ？」
「そうそう」
「じゃけど、エネルギーはどうするん？」
「暗黒物質あるじゃ」
「うん」
「あれ使おうと思うんよね」
間もなくビッグバンが起こり、宇宙は誕生した。
「確かに、少しだけ明るくなったよ」
「まあ、待ちんさいこれからよ」
「え？」
恒星が置かれ、宇宙は照らされた。
「明るくなったね」
「じゃろう」
「でもさ。ぽつんと、星が一つあってもね」
「そうじゃね」
「増やそうか」
「適当でたのむ」
とてつもない数の星が生まれた。
「ばらまくよ？」
「一ヶ所にあってもつまらんしのう」
星々は、遠くへ散っていく
「んー、バランス良く巻いたつもりが、塊ができたな」
「しょうがないっしょ、磁場とか重力の影響があるしさ」
「そんじゃ、一個の塊を銀河として扱おうか」
「いいねそれ」
「ただ止まっているのも寂しいね」
「じゃあ、動かそうよ」
「じゃね」
「銀河が爆発した」
爆発した星の破片が、他の星へぶつかったり影響を与えていく。
「弾けてるね」
「うまくいった」
氷は恒星の熱で溶け、流れ星として燃え尽きる。
「この銀河、もう少し手を加えてみる」
「名前でもつけるかい？」
「太陽でしょ、地球、火星、水星、木星、金星、土星、天王星、海王星」
「ネーミングセンスあるね」
「さんきゅー」
「太陽とは？」
「太く陽気な」
「地球とは？」
「土地のある球」
「火星とは？」
「火が欲しい星」
「水星とは？」
「水が必要な星」
「木星とは？」
「木を植えたい星」
「金星とは？」
「金になる星」
「土星とは？」
「土の層が厚い星」
「天王星とは？」
「海王星ではない」
「海王星とは？」
「天王星ではない」
「最後、右と左の違い？」
「そうだね」
「後、この銀河は太陽系銀河にするよ」
「太陽中心だから、それいいね」
太陽の周りを、それぞれの星は周り始めた。
「見た目にも、美しさがあるね」
「うん」
「おかしいな、なんか星が一個多い」
「失敗したの？」
「そうみたい、地球の側にもう一個あった」
「名前どうする？」
「月」
「何で月」
「地球に付き添う」
「わかり易い」
地球の氷が溶け、生物が誕生した。
「あ、地球を見てよ」
「すごい、みたこともない、生物がわんさか」
「もうすこし、観察してみようか」
「他の銀河や、星にはない特徴だ」
「すごいね」
「他の銀河も、同じように手を加えようよ？」
「無理、太陽系銀河の作り方なんて、覚えてないもの」
地球の生物は進化し続ける。
「うわ、危ない」
「げ、隕石か」
大きな隕石が、地球に向かう。
そのまま、月にぶつかった。
「おー、月に守られているね」
「月がなかったら、地球が割れているよ」
「あれ、さっきまで水で生活していたのに、陸に上がっている」
「進化のスピードが速い」
「俺、ブラックホール作って来るわ」
「ああ、いってらっしゃい」
「なんというか、この地球は恵まれているな。近所のアンドロメダ銀河じゃ、同じように生物が誕生したけど、絶滅したし」
地球の気温は、生物に最適だった。
「ただいまー」
「お帰り」
「わはは、ブラックホール作ったら、周りの星が吸い込まれちゃったよ」
「宇宙掃除？」
「そうかもね」
「で、地球は？」
「今、進化の過程で人が生まれたとこ」
「人？」
「地球の生き物は、自分たちのことを人だって言ってる」
「あれはなんだ？」
地球から船が飛び出してきた。
「宇宙船だって」
「は？」
「とうとう人は、宇宙を開拓するようで」
「嘘だろ」
「進化し過ぎたね」
「自分たちで開拓するって？だったら、もう見守る必要ないんじゃね」
「それもそうだな」
「まあこいつらの技術じゃ、太陽系銀河の外にでることもできねえけどな」
「万が一ってあるじゃ」
「うむ。宇宙を横取りされたら困る」
「とりあえず、太陽が４０億年後に破裂するタイマーをセットしたから」
「優しいね、４０億年の猶予を与えてやるの？」
「せっかく生まれた生き物だし、すぐ絶滅においやるのはおしい気がするよ。こいつらが、地球を捨てる日を見てみたい」
「進化するか、絶滅するかか……」
「俺は今から宇宙を大きくしてくるけど、どうする？」
「俺も行くよ」


完
